
キーワード・必要な視点の整理案（第４回世田谷区基本計画審議会資料）

基本計画大綱に盛り込む内容

計画策定にあたって
重視すべき視点

計画策定にあたって
取り入れるべき考え方・手法

■子ども・若者の健やかな成長のための環境の確保

●子ども・若者の参加や意見表明
●権利侵害への救済
●若者の社会進出支援
●若年女性への支援
●子どもが生まれ・育ちやすい環境の整備

■新たな学校教育と生涯を通じた学びの充実

●新たな学校教育
●一人ひとりの多様な個性・能力を伸ばす
●課題解決に向けた参加型の学校運営
●リカレント教育や学び直しへの対応

■多様性の尊重と地域で安心して住み続けられるための支援

●多様性の尊重
●外国人への支援
●家族、ライフスタイルの多様化への対応
●人権問題への対応
●貧困問題への対応
●分野の狭間にある課題・複合的な問題への対応
●高齢者や障害者が地域で暮らし続けるための支援
●災害への備え【区民検討会議】
●危機管理の取組みの強化【区民検討会議】

■誰もが活動しやすいまちづくりと地域力の向上

●ウェルビーイングな社会
●分野横断的なまちづくり
●地域力の向上
●地域課題解決の担い手の創出・人材の育成
●高齢者が社会に参加、活動しやすい地域づくり
●地区特性を踏まえたコミュニティの醸成
●住民同士のつながりの強化【区民検討会議】
●文化・芸術の振興・継承【区民検討会議】

■脱炭素化の取組みとみどりの保全・創出

●自然ストックの有効活用
●次世代への資源の継承
●自然との共生
●豊かな自然環境の維持・保全【区民検討会議】

■新たな魅力の創出と世田谷ブランドの向上

●新たな魅力の創出
●移動の円滑化
●他自治体をリードする取組み・世田谷モデル
●起業支援
●多様な働き方の実現
●にぎわいの創出【区民検討会議】
●ブランド力の向上【区民検討会議】

分野別政策の考え方・政策の柱立て

●ＤＸ

●情報発信

●参加と協働

●人材育成

●ＳＤＧｓ

●働き方改革

※ウェルビーイング：個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念。

キーワード・必要な視点

●最上位の計画でしか描けない内容とする。
●社会状況の変化を踏まえた計画とする。
●世田谷区のみならず、他自治体との関連性や生態系への影響など、インクルーシブな視点、幅広い視点を持った計画とする。
●計画上にない事態が生じた際にも役立つ指針となる内容を盛り込む。
●分野や領域を超えた施策の相互関連性の視点を意識した計画とする。

●バックキャスティングの考え方
●評価指標の設定の工夫
●ＥＢＰＭの推進
●子ども・若者の意見の反映

コンセプト
（計画全体を貫く基本的な考え方）

●区民の生命を守る

●子どもを中心に据えた施策の組み立て

●参加と協働により住民主体で誰もが主人公

●災害と環境を意識したライフスタイルの定着

●地域や地区の特性や課題を踏まえた施策展開

●他自治体をリードする取組み・世田谷モデル
●多様な働き方の実現
●楽しめる場所
●移動の円滑化
●にぎわいのあるまち【区民検討会議】

将来像の実現に向け分野横断的に
重点的に取り組むべき課題

計画推進にあたって
重視すべき考え方など

基本方針
（目指すべき将来像）

◆子どもどまんなか社会

●子ども・若者施策の充実
●子どもどまんなか社会
●質の高い学校教育
●新たな学校運営

◆誰一人取り残さない社会

●多様性の尊重
●苦しい人へ手を差し伸べられる社会
●経済上の格差・貧困問題への対応
●分野の狭間にある課題・複合的な問題への対応
●高齢者や障害者などが地域で暮らし続けるための支援
●誰一人取り残すことのない支援
●安全・安心に暮らせるまち

◆心が豊かになる社会

●生涯を通じた学び
●地域課題の解決の担い手の創出・地域人材の育成
●ウェルビーイングな社会・心が豊かになる社会
●分野横断的なまちづくり
●地域が人を育てる力
●高齢者が社会に参加、活動しやすい地域づくり
●コミュニティの醸成

◆自然環境と調和した持続可能な社会
●次世代への資源の継承
●自然との共生
●豊かな自然環境の維持・保全【区民検討会議】

◆全国をリードする区政運営

資料1-3


